
ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り

料
金
制
度
を
従
来
の
従
量
制
か
ら
人
頭
制
に
改
め
、
人
頭
制
で
は
む
ず

か
し
い
も
の
に
つ
い
て
だ
け
、
従
量
制
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
で

市
民
の
苦
情
は
激
減
し
た
。
し
か
し
ま
だ
く
み
取
り
回
数
に
つ
い
て
は

十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
制
度
面
か
ら
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
と

し
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
は
清
掃
業
者
に
た
い
す
る
従
来
か
ら
の
許

可
制
で
は
、
制
度
と
し
て
の
限
界
か
ら
市
の
清
掃
責
任
が
十
分
発
揮
で

き
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
こ
と
と
、
清
掃
法
の
改
正
な
ど
も
あ
っ
て
、

清
掃
責
任
を
よ
り
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
委
託
制
に
す

る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
市
で
は
委
託
制
の
方
向
に
む
か
っ
て
、

現
在
検
討
を
す
す
め
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
四
十
五
年
七
月
か
ら
各

町
内
会
・
自
治
会
に
一
名
の
清
掃
協
力
員
が
お
か
れ
、
く
み
取
り
回
数

・
料
金
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
く
み
取
り
作
業
に
関
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
業
者
の
作
業
指
導
を
強
力
に
す
す

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

６
　
下
水
道

一
年
に
百
億
円
を
つ
ぎ
こ
む

横
浜
駅
周
辺
は
近
代
的
な
ビ
ル
が
建
ち
な
ら
び
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町

周
辺
と
と
も
に
横
浜
の
都
心
部
を
形
成
す
る
、
都
市
生
活
の
中
心
地
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
排
出
さ
れ
る
し
尿
は
す
べ
て
バ
キ
ュ
ー
ム

カ
ー
に
よ
り
く
み
取
ら
れ
、
あ
る
い
は
浄
化
そ
う
に
よ
り
暫
定
的
に
処

理
さ
れ
て
い
る
実
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
た
め
で
あ
る
。

横
浜
市
の
下
水
道
は
、
地
形
に
し
た
が
っ
て
市
域
を
九
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ

け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
下
水
処
理
場
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ

ッ
ク
の
下
水
を
処
理
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
横
浜
駅
周
辺
を
ふ
く
む
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神
奈
川
区
・
西
区
・
保
土
ヶ
谷
区
の
大
部
分
と
、
鶴
見
区
・
港
北
区
・

旭
区
の
一
部
は
、
神
奈
川
下
水
処
理
場
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

処
理
場
の
建
設
予
定
地
は
、
現
在
、
米
軍
に
接
収
さ
れ
て
お
り
、
処
理

場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
横
浜
で
は
、

震
災
や
戦
災
と
こ
れ
に
続
く
戦
後
の
市
街
地
の
接
収
に
よ
り
、
下
水
道

の
整
備
が
遅
れ
て
い
た
。
下
水
道
施
設
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
市
民
の
環
境
衛
生
の
向
上
、
河
川
と
海
洋
の
汚
濁
の

防
止
、
あ
る
い
は
低
地
帯
の
浸
水
を
解
消
す
る
な
ど
、
近
代
的
な
都
市

生
活
を
営
む
う
え
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
根
幹
的
な
都
市
施
設
で
あ

る
。
そ
こ
で
市
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
だ
け
で
一
〇
〇
億
円
以
上
を

つ
ぎ
こ
む
な
ど
、
こ
こ
数
年
来
下
水
道
事
業
を
最
重
点
の
一
つ
と
し
て
、

す
す
め
て
き
た
結
果
、
下
水
道
普
及
面
積
は
四
十
年
の
四
、
一
四
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
か
ら
四
十
四
年
に
は
六
、
〇
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
四
年
間

で
四
割
増
と
な
っ
た
。
市
街
地
に
お
け
る
下
水
管
の
普
及
率
は
、
市
街

地
面
積
が
拡
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
、
四
一
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
と
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
下

水
道
の
普
及
と
終
未
処
理
場
の
整
備
に
並
行
し
て
、
便
所
の
水
洗
化
も

促
進
し
て
お
り
、
水
洗
化
が
可
能
な
人
口
は
、
一
〇
万
四
、
〇
〇
〇
人

か
ら
三
五
万
二
、
〇
〇
〇
人
へ
と
、
三
・
四
倍
に
な
っ
た
。
現
有
す
る

下
水
道
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施
設
は
、
処
理
場
三
ヵ
所
（
能
力
五
二
万
人
）
、
ポ
ン
プ
場
二
四
ヵ
所
、

管
き
ょ
延
長
一
、
〇
五
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
横
浜
市
で
は
下
水
道
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
が
、
他
の
大
都
市
と
比
較
す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
低
水
準
に
あ

り
、
今
後
い
っ
そ
う
、
事
業
の
推
進
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

進
む
市
街
地
の
水
洗
化

い
ま
、
横
浜
市
で
下
水
処
理
場
の
運
転
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
処
理
区
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
処
理
区
で
は
、
下

水
道
幹
線
と
そ
れ
に
接
続
す
る
枝
線
下
水
道
の
整
備
が
、
着
々
と
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
、
整
備
が
終
っ
た
地
域
か
ら
水
洗
化
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

北
部
処
理
区
は
、
鶴
見
区
の
大
部
分
と
、
港
北
区
の
高
田
町
・
師
岡
町

よ
り
東
部
を
対
象
と
す
る
地
区
で
あ
る
。
こ
の
地
区
で
は
、
昭
和
四
十

三
年
、
北
部
下
水
処
理
場
の
運
転
が
開
始
さ
れ
、
現
在
増
設
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

中
部
処
理
区
は
、
中
区
の
大
部
分
を
対
象
と
す
る
地
区
で
あ
る
。
中
部

下
水
処
理
場
は
、
三
十
七
年
、
横
浜
市
で
一
番
早
く
、
運
転
を
始
め
て

い
る
。
現
在
で
は
、
下
水
道
の
整
備
は
ほ
と
ん
ど
終
っ
て
お
り
、
水
洗

ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り



化
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

南
部
処
理
区
は
、
南
区
・
磯
子
区
の
大
部
分
と
、
中
区
の
一
部
を
対
象

と
す
る
地
区
で
あ
る
。
南
部
下
水
処
理
場
は
、
四
十
年
か
ら
稼
動
し
て

い
る
。
現
在
、
幹
線
お
よ
び
枝
線
下
水
道
の
整
備
が
、
急
ピ
ッ
チ
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
大
岡
川
下
流
沿
と
低
地
区
の
市
街
地
は
、
水
洗

化
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
神
奈
川
処
理
区
は
、
前
に
の
べ
た
よ
う

に
、
下
水
処
理
場
が
な
い
。
こ
の
地
区
に
は
、
五
年
間
で
二
五
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
も
沈
下
し
て
い
る
所
が
あ
り
、
満
潮
時
や
降
雨
が
続
い
た
あ

と
で
は
、
下
水
が
逆
流
し
、
路
上
に
浸
水
す
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ポ
ン
プ
場
と
下
水
道
幹
線
を
整
備
し
、
浸
水
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
接
収
地
の
早
期
返
還
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
一
体

と
な
っ
て
、
運
動
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
横
浜
市
の
下
水
道
は
、
む
か
し
か
ら
の
市
街
地
で
は
、

か
な
り
整
備
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
都
市
生
活
を
営
む
う
え
で
、
下

水
道
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
市
で
は
、
下
水
道
整

備
の
全
体
計
画
・
中
期
計
画
を
た
て
、
整
備
を
急
い
で
い
る
。
こ
れ
ら

の
計
画
で
は
、
市
街
地
の
整
備
と
並
行
し
て
、
郊
外
部
な
ど
の
新
市
街

地
の
下
水
道
整
備
を
、
積
極
的
に
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

新
市
街
地
は
、
丘
陵
部
の
開
発
や
水
田
な
ど
の
埋
立
に
よ
っ
て
拡
大
さ
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れ
て
い
る
た
め
、
団
地
か
ら
の
排
水
に
よ
る
浸
水
が
、
し
き
り
に
お
き

て
い
る
。
と
く
に
三
十
七
年
八
月
の
宅
造
法
施
行
以
前
、
あ
る
い
は
四

十
年
十
月
の
住
宅
地
造
成
事
業
法
施
行
以
前
の
宅
地
開
発
に
、
こ
の
ケ

ー
ス
が
多
い
。

た
と
え
ば
、
大
岡
川
に
流
れ
込
む
支
川
、
永
田
川
、
六
ッ
川
な
ど
は
、

上
流
の
宅
地
開
発
に
よ
っ
て
流
出
雨
量
が
増
大
し
、
現
在
の
ま
ま
で
は

河
川
が
は
ん
ら
ん
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
排
水
能
力
を
増
強
す
る
た

め
に
大
暗
き
ょ
を
整
備
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
六
ッ
川
、
永
田
、
最
戸

の
三
地
区
に
た
い
し
て
投
じ
た
金
額
は
、
二
〇
億
円
に
の
ぼ
る
。

ま
た
、
港
南
区
と
磯
子
区
に
ま
た
が
る
日
本
住
宅
公
団
の
洋
光
台
・
港

南
台
団
地
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
は
、
開
発
に
よ
り
雨
水
の
流
出
量
が

増
大
す
る
分
は
、
丘
陵
地
の
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
抜
い
て
直
接
根
岸
湾
へ

流
し
、
汚
水
は
南
部
下
水
処
理
場
で
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
日
本
住
宅
公
団
か
ら
総
額
一
二
億
円
の
負
担
金
を
求
め
て
お
こ

な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
新
市
街
地
の
開
発
に
と
も
な
う
流
末
下
水
道
の
整
備
に

は
、
巨
額
の
資
金
を
必
要
と
し
て
お
り
、
市
街
地
の
下
水
道
整
備
を
ふ

く
ん
だ
全
体
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
、
二
、
〇
〇

〇
億
円
以
上
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
四
十
四
年
度
か
ら
四
十
八

下
水
道



ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り

年
度
ま
で
の
中
期
計
画
で
は
、
総
事
業
費
七
四
〇
億
円
を
つ
ぎ
こ
む
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

困
難
な
財
源
の
確
保

昭
和
四
十
五
年
、
新
都
市
計
画
法
に
も
と
づ
く
市
街
化
区
域
が
決
ま
り
、

下
水
道
は
、
都
市
の
基
盤
的
施
設
と
し
て
、
い
っ
そ
う
の
促
進
が
望
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
下
水
道
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
な
か
で
も
と
く
に
重
要
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

下
水
道
の
建
設
費
は
、
国
費
、
起
債
、
市
費
を
お
も
な
財
源
と
し
て
い

る
。
建
設
費
総
額
は
、
年
々
ふ
え
て
い
る
が
、
国
費
、
起
債
の
し
め
る

割
合
は
、
年
々
減
っ
て
お
り
、
市
費
の
割
合
が
大
幅
に
ふ
え
て
い
る
。

国
は
こ
れ
ま
で
、
六
大
都
市
の
下
水
道
整
備
に
、
優
先
的
に
国
費
を
配

分
し
て
き
た
が
、
整
備
を
全
国
的
に
す
す
め
る
た
め
に
、
受
益
者
負
担

金
制
度
を
採
用
す
る
都
市
に
た
い
し
て
、
国
庫
補
助
、
起
債
の
許
可
を

優
先
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
大
都
市
に
お
け
る
国

費
・
起
債
の
伸
び
が
少
な
く
な
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
公
共
下

水
道
に
た
い
す
る
名
目
的
補
助
率
は
、
一
〇
分
の
四
と
定
め
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
態
は
か
な
り
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
横
浜
市
の

よ
う
に
、
都
市
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
緊
急
か
つ
多
大
な
下
水
道

の
需
要
か
お
り
、
実
質
的
補
助
率
を
大
幅
に
ふ
や
す
べ
き
で
あ
る
。
一

方
、
四
十
五
年
末
の
企
業
債
発
行
額
の
合
計
は
、
二
八
三
億
円
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
元
利
償
還
金
も
年
々
増
大
し
て
お
り
、
四
十
四
年

度
に
は
、
二
三
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
企
業
債
利
子
な
ど
の
増
大

に
た
い
し
て
は
、
国
庫
補
助
金
の
増
額
が
望
ま
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

起
債
条
件
を
ゆ
る
く
し
、
ま
た
、
低
利
資
金
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
各
都
市
と
の
協
力
を
強
め
、
国
に
働
き
か
け
る
必
要

が
あ
る
。
事
業
費
に
た
い
す
る
起
債
の
し
め
る
割
合
は
、
一
般
都
市
な

み
に
、
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
の
意
見
も
あ

り
、
年
々
そ
の
率
が
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
下
水
道
の
整
備
を
す

す
め
る
た
め
に
は
、
こ
れ
以
上
、
起
債
の
し
め
る
割
合
を
下
げ
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
下
水
道
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
は
、
不
足
し

が
ち
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
水
道
建
設
の
要
望
は
ま
す

ま
す
強
く
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
市
街
地
の
開
発
に
た
い
し
て

は
、
適
正
な
負
担
を
開
発
者
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
洋
光
台
・

港
南
台
団
地
の
開
発
に
つ
い
て
、
市
は
開
発
者
で
あ
る
日
本
住
宅
公
団

に
た
い
し
、
下
水
道
整
備
の
た
め
一
部
負
担
を
求
め
た
の
も
、
こ
の
よ
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う
な
実
状
か
ら
で
あ
る
。

市
民
の
協
力
が
カ
ギ

横
浜
駅
を
中
心
と
す
る
神
奈
川
処
理
区
に
は
、
ま
だ
下
水
処
理
場
が
な

い
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
。
処
理
場
予
定
地
が
米
軍
の
接
収
地
で
、
ま

だ
返
還
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
五
年
度
の

政
府
予
算
の
中
に
、
調
査
費
二
、
一
六
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
、
米
軍
施

設
の
移
転
の
調
査
が
、
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
長
年

表
　
２
-
５
６
　
　
下
水
道
建
設
費
の
推
移
（
単
位
‥
百
万
円
）

下
水
道

の
関
係
者
の
協
力
、
と
り
わ
け
地
元
住
民
の
力
が
、
大
き
な
役
割
を
は

た
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
菊
名
下
水
処
理
場
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収
に
あ
た
り
、
地
元

地
権
者
の
積
極
的
な
協
力
が
あ
っ
て
、
す
で
に
、
建
設
工
事
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
処
理
場
は
、
四
十
七
年
度
中
に
は
、
一
部
運
転
が

始
ま
る
見
込
み
で
あ
り
、
太
尾
町
、
菊
名
町
、
大
豆
戸
町
な
ど
で
は
、

ち
く
次
水
洗
化
が
可
能
に
な
る
。

し
か
し
、
戸
塚
下
水
処
理
場
用
地
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
協
力
が
え
ら
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ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り

れ
ず
、
ニ
ヵ
所
に
分
割
す
る
計
画
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
下
水
管
き
ょ
工
事
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
協
力
が
え
ら
れ

ず
、
工
事
の
完
成
が
遅
れ
、
解
消
さ
れ
る
べ
き
浸
水
被
害
を
、
防
げ
な

か
っ
た
例
も
あ
る
。
下
水
処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
に
は
、
比
較
的
平
坦
で
、

ま
と
ま
っ
た
用
地
が
必
要
で
あ
り
、
下
水
管
き
ょ
で
は
線
形
な
ど
、
下

水
道
施
設
の
特
殊
性
か
ら
、
場
所
的
に
制
約
が
多
く
、
地
元
住
民
の
理

解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
下
水
道
の
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
市
民
の
積
極
的
参
加
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

７
　
河
　
川

大
河
川
か
ら
都
市
小
河
川
へ

こ
れ
ま
で
、
河
川
と
い
え
ば
大
河
川
を
対
象
と
す
る
考
え
が
強
く
、
国

ま
た
は
県
が
管
理
す
る
一
級
河
川
の
鶴
見
川
を
は
じ
め
、
大
岡
川
・
柏

尾
川
・
帷
子
川
・
侍
従
川
な
ど
県
知
事
管
理
の
二
級
河
川
が
、
国
の
補

助
を
受
け
て
改
修
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
本
流
が
市
の
既
成

市
街
部
を
流
れ
て
い
る
た
め
、
市
と
し
て
も
有
形
無
形
の
応
援
を
続
け
、

比
較
的
規
模
の
大
き
な
河
川
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
計
画

に
も
と
づ
い
て
あ
る
程
度
整
備
を
進
め
て
き
て
い
る
。
そ
の
状
況
は
表

２
ｌ
5
7
の
と
お
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
上
流
へ
い
く
に
つ
れ
て
、
河
川
と
水
路
と
の
区
別
が
つ
き
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